
   

 

 

 

 

 

初夏を思わせる気候で今年の夏は長くなりそうですね。園では、熱中症対策

をしながら、泥遊びを楽しんでいます。朝、先生が一生懸命園庭を掘り、水を 

混ぜて準備しておくと、子どもたちは大喜びで裸足になって、どぼん！と入り  

遊び出します。泥の表面を掌で叩くと美味しそうなホットケーキに。足を埋め  

たり、ぬるぬる感を楽しんだり、「こっちは冷たい」「持ち上げると重たい」など、

それぞれの楽しんでいること、やりたいことを大切にしながら、五感を働かせ 

全身を使って遊んでいます。伝えたい思いも溢れ出て、笑顔いっぱいです。 

   

  
今年度は親子で湯立山さん、曳山展示館に出掛けました。湯立山さんの

ご厚意で、蔵の１階だけでなく、２階まで上がらせていただき、普段なら   

子どもたちが見上げても見られない部分を間近で見せていただきました。

子どもたちは「鳳凰、見たよ」「亀さん可愛かった」「きらきらしてた」と目を

輝かせていました。保護者の方から「蔵内の歴史のある独特の空気感、  

曳山の装飾や少し  怖いからくり人形、急な階段など断片的な記憶が   

残っているのではと思います。これらの記憶が実際の大津祭や昔話などで

結びつき、地域の文化や歴史に対するより深い理解として体に染み付き  

継承されていくのではと感じました。」と感想が届きました。保護者の方の 

感動は子どもたちに響き、地域の文化への興味関心、郷土愛につながって

いきます。同じものを見て、触れて、会話が生まれる体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曳山展示館では、渡邊館長さんより大津祭の歴史を  

お聞きしました。また、鐘や太鼓を鳴らすと笛を吹いて  

いただき、初めて来館した保護者の方が多い中、貴重な

経験をさせていただきました。今月展示の月宮殿山  

（上京町）について、安孫子さんが説明してくださり、  

親子で一生懸命見たり聞いたりしていました。保護者の

方から「煌びやかな山の飾りもひとつひとつ金槌で模様

が作られたとのこと。鳳凰や亀など、細かいところまで 

綺麗に作られていて、すごく魅力的でした。」と感想が 

寄せられました。お世話になった皆様に心より感謝申し

上げます。ユネスコ登録記念事業「初夏の祝祭」では、 

２１日（日）にステージ出演させていただきます。子ども 

たちの可愛い歌声を聞きにどうぞお越しください。 

 

 

おおつようちえんだより 
～ 笑顔がいっぱい 仲間がいっぱい 

うれしい たのしい 大津幼稚園 ～ 

令和８年 5月号 

大津市立大津幼稚園 

園長   上林 かおり 

大津市島の関 1-50 

☎・FAX 522-3270 
otsu2711@city.otsu.lg.jp 

 
教育目標 

＊自分で考え動き出す子ども 

＊夢中になって遊びこむ子ども 

＊心も体もたくましい子ども 

＊自分も相手も大切にする子ども 

 
＊ 大津祭って、すごい！楽しい！おもしろい！ ～４・５歳児の親子で体験～ 

ユネスコ無形文化遺産に登録されたんだよ 

階段を上ると、厳かな空気が漂っていました 

mailto:otsu2711@city.otsu.lg.jp
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ホームページ

でカラー版も  

ご覧ください 

 

 

今年は、５年生さん 1 クラスずつのお兄さんお姉さん

と出会える交流に取り組みます。初回は、幼稚園と  

体育館の間にある中庭で遊びました。５歳児の顔を 

覗き込みながら草花で何を作って欲しいか聞いてくれ

たり、一緒に夢中になって砂遊びをしたり、優しさや 

楽しさを感じられる温かなひとときが生まれました。A

組さん、B組さん、どうぞよろしくお願いします♪ 

 

 

 
＊５年生さんって、優しいな～♡ ５-５交流が始まりました！ 


